







Problems with Using Japanese Myths as Supplementary
Materials in the Classroom
: the Case of the “Inaba-no-shiro-usagi”
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　The New Course of Study for teaching Japanese language in elementary schools suggests using 
Japanese myths as teaching materials in grades 1 and 2. In order to use them as supplem entary 
materials, the mythological tales must be extracted from their contexts in such traditional 
collections as the “Kojiki,” and retold in forms more suitable for children, but it is important that 
such new versions do not become unfaithful to the originals. Although adaptations may be 
necessary to make them understandable and enjoyable, it is important that they do not implant 
cultural misinformation in the minds of the students.  
　For example, the main character in the “Kojiki” myth of the “Inaba-no-shiro-usagi” is the god 
O-kuni-nushi, but in an adaptation, the rabbit in the story is made into the main character for the 
sake of student interest, a suitable adaptation. However, the name of the rabbit in the new version 
contains the ideogram “white” (shiro). The original “shiro,” however, may mean “white,” but it 
could perhaps mean “naked” (having had his fur ripped off), or even “wearing a white kimono.” As 
research has not yet conclusively shown which explanation is correct, the name of the rabbit in the 
children’s version should be left in its original phonetic characters (hiragana).
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学紀要．1999 ;25 : 87-102．
　神話と児童文学（その２）―続・スサノヲのヤ
マタノヲロチ退治神話について―．精華女子短

















　平田貞雄．ノウサギの話．秋田 : 無明舎出版 ; 
1999.
６）鈴木啓之．古事記「稲羽之素莵」訓義攷―
「素」字の使用意義をめぐって―．古事記年
報．1989　;　31　:　25-46．
７）本居宣長．本居宣長全集　九巻．432．東京　:　
筑摩書房　;　1976.
８）新潮日本古典集成版、小学館新編古典文学全
集版、岩波書店思想大系版などは「白うさぎ」
説を採るが、小学館古典文学全集版は「白うさ
ぎ」説に傾きつつも明言は避け、岩波書店日本
古典文学大系版は宣長説を紹介している。
類では、ＤＶＤ『国語科指導技術シリーズⅢ
伝統的な言語文化を授業する　第２学年【い
なばのしろうさぎを楽しもう】』は「しろう
さぎ」と表記し、授業の中でも「とりあえず
〈しろうさぎ〉と書いておきます」とさりげ
なくふれるにとどまっている。このような慎
重な姿勢が望ましいと考える。
　以上、「いなばのしろうさぎ」を例に見てき
たが、古事記などの神話を補助教材化しよう
とすると、原典とのずれが生じることは避け
がたい。けれども中には、子どもたちと神話
との距離を縮める働きを持つ、必要なずれも
ある。そういうものについて問題視する必要
はないと考える。しかし、伝統的言語文化に
親しむことをねらいとした授業で使用する以
上、原典から離れすぎた再話は補助教材とし
ては不適切と考える。補助教材作成の際に
は、教師は原典の姿についてもある程度関心
を払う必要があるのではないかと考えるもの
である。
５．おわりに
　伝統的言語文化の一つである古典作品に触
れると、物事に対する自分のとらえ方に思い
こみや誤解が多いことに気づかされる。例え
ば「いなばのしろうさぎ」では、うさぎの目
は赤くないし耳もそれほど長くない。それを
知ることで、環境の変化により今では目にす
ることが少なくなってしまった生き物を改め
て意識する契機となる。また、支配者（王）
となるには心の優しさだけでなく他者に優越
する医療などの技術が必要との価値観にふれ
れば、この話が単なるおとぎ話ではないこと
が実感される。
　このような発見が古典文学に親しむ楽しさ
の一つと考える。であるからこそ、実際の授
業に取り入れられるか否かにかかわらず、教
師がまず原典に親しみそれを尊重することが
肝要ではないかと考えるものである。
日本の神話を補助教材としての扱う場合の問題点について
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